
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体力 

★地域の歴史や 

文化を素材とした 

学びの成果を

発表・発信 

★児童生徒に 

よる地域コン 

テンツの作成 

★主体的、 

対話的で深い学び 

★情報活用能力の育成 

★デジタル・シティ

ズンシップ教育 

★プログラミング教育 

★キャリア教育 

★探究型学習 
 ・Project Based 

      Learning (PBL) 

   教科横断的課題解決 

     型プロジェクト学習 

        ・Challenge Based 

      Learning（CBL） 

     課題発見・解決・実践プロ 

ジェクト型学習 

★効果的な ICT 活用 

指導力の向上 

★情報共有による質

の向上 

●地域を知り、地域の人 

とふれあい、吉川市の 

未来を考える人 

●新たな価値を創造し、 

世界で活躍できる人 

●物事を深く考え、 

豊かな人間関係を 

構築できる人 

学力 非認知能力の向上 

自己肯定感の高揚 

Collaboration 協働 
Communication  Critical thinking 批判的思考 

Contorol 抑制 

Challenge 挑戦 
Creativity 創造 

物事の善悪や自分や他の考

えが正しいかを様々な場面

や方法で、自ら考え、分析

し、思考、判断できる人に

なる。 

 日常生活への様々な気づきから

問題を発見し、解決する。困難な

ことがあってもすぐにあきらめ

ず、アイデアを出し、表現して 

新たな価値を生むことが 

できる人になる。 

相手の立場に立ち、自分

も人も大切にして、協働

し豊かに関わりながら 

課題解決したり、表現 

したりできる人になる。 

 

郷土を慈しみ 自らがなりたい自分になるために 

他者と協働し あきらめずに希求し学び続ける人 

「タブレットを使って学習すること」が目標ではない。 

よりよく生きるための力をつけることが教育の目標である。これまでの学習場

面の一部を ICT に置き換えるという発想からステップアップした考えが必要で、

学習過程全体をつくりかえたり、授業を変えたりすることや生活場面に意図的で

計画的、効果的に ICT を取り入れていくことで、自己肯定感の高揚につなげ、

「学力」「体力」「非認知能力」を高めることをめざすものである。 

 

★児童生徒の思い 

を大切にした 

探究学習と成果 

の発信 

え 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
、
一
人
一
台
端
末
の
家
庭
で
の
活
用
、 

仮
称 

吉
川
市
教
職
員
地
域
探
究
研
等 

市教委・教職員による情報活用能力向上のためのプロジェクト等（情報・教材の収集収納庫、調査・分析） 

★ブレンデッド・ 

 ラーニング（対面と

オンラインを融     

合させた学び） 

吉川市のよさ探究発信プロジェクト等 

★デジタルとリアル 

を融合させた学び 

★大学・他機関連携による学び 
★大学・他機関連携に 

よる研修 
★埼玉県非認知能力育成 

プログラム 

●古き文化と伝統を重んじ、 

未来へつなげることができる人 

★ICT を活用した 

授業の指導案づくり 

★ICT 支援員等の 

積極的な活用 

★情報・教材の収集・

収納 

指導力の向上 ★ICT 活用した業務改善 

★緊急時の ICTの有効活用 

★心温まるはがき

コンクールの実施 

★吉川市児童生徒 

プレゼンテーション 

大会の実施 

令和４年４月 吉川市教育委員会 


